









編 集 後 記
エポック ・メ イキングな第15号 の編集が終 りい ささかホッとした所です。本号は創刊以
来4年 目の第3号 に当 りますか;こ の編集後記 を書 く栄誉が.与え られま した機会に,編 集委
員の一人 として 日頃の反 省も兼 ねる意 味で1号 か ら14号 までの後記 を読み返 してみま した。
これによると本誌 の動 きは最所の一年は「何号までいけ るか 」とい う不安 と詮それに満 ちた
幼稚園生 さなが ら,2年 目は こころのゆ とりを持 ちはじめた小学生 の如 く,3年 目は我 が入
生 に自信 を得やる気十分 の中学生,4年 目は好奇心 と探求欲盛んな思 春期 の高校生 とで も申
せま しよ うか,そ の一つの現 れか本号執筆者のそ うそ うた る顔振れに も出ているといえます。
桐山,望 月,浅 田,真 田諸先生 よ りuptod3teで美 しい原稿 或 は表紙写真 を期 日通 り
正確に提出して頂 き'ました ことを厚 く御礼 申し上げます。 本号の企画 がどのようにして生 れ
どのよ うに実現 したかについては ここではスペースの関係で余 儀な く割愛せ ざるを得な いと
して も,と もか く本号の成功は①大阪大学 に澄け る低温研究の層の厚 さ,① 編集委員長以下
編集委員一同 の顔の厚 さ,そ して(llDウーマ ンリブのとあ きを示 しているといえま しよ う。
茨城県東海村 の 日本原子力研究所な ど思いがけない所で 「低温センター便 り」の記事 につ
いてコメン トや質問 を受け嬉 しい驚 きを経験 した りす る度に本誌が単に大阪大学内だけの も
のでな く広 く全国的に も色 々な意味で役 に立 つ もの としたい と考えて澄 ります。 何とぞ活澄
な御投稿,御 批判 をお 寄せ下さる様御願 い申し上げます。
(岡田 記)
大 阪 大 学 低 温 セ ン ター だ よ り 第15号
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編集責任者 長 谷 田 泰 一 郎
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